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　９月定例会は、９月１２日から１０月５日まで開催され、
条例議案７件、予算議案３件、その他１０件を審議しまし
た。主な議案は、次のとおりです。

月定例会

YATSUSHIROSHI

GIKAI

条例制定・改正など （主なものを抜粋して掲載）

　個人番号カード（マイナンバーカード）の普及促進を図るため、当該カードを利用し
て、コンビニエンスストア等に設置する端末機から証明書等を交付する場合の手数料を
次のとおり改定するもの。

（１）所得・課税に関する証明書　　３００円　→　２００円
（２）印鑑登録証明書　　　　　　　３００円　→　２００円
（３）住民票の写し　　　　　　　　３００円　→　２００円
（４）住民票記載事項証明書　　　　３００円　→　２００円

八代市手数料条例の一部改正について　（令和４年１２月１日施行）

八代市ごみ問題等対策検討会の提言を踏まえて、次に掲げる所要の改正を行うもの。

（１）集積所への排出状況等の調査を行うためのビデオカメラの設置及び排出物の調査に
　関する規定の新設

（２）次に掲げる改善勧告等及び命令に関する規定の新設
ア　市長が指示する方法による分別を行わずに、一般廃棄物を集積所に排出した市
民等に対する勧告及び当該勧告に従わない場合の公表

イ　適正に分別せずに、一般廃棄物を環境センターに搬入した事業者に対する勧告
及び当該勧告に従わない場合の公表

ウ　ア、イの公表をされた者が当該勧告に従わない場合の命令
エ　八代市又は委託事業者以外の者が所定の場所に排出された廃棄物を持ち去った
場合に行う命令

（３）次に掲げる罰則規定の新設
ア　（２）ウの命令を受けた日から１年以内に当該命令に違反する行為をした者は、
２,０００円以下の過料に処する。

イ　（２）エの命令に違反した者は、２０万円以下の罰金に処する。（違反行為が法
人又は人の業務に関して行われた場合は、行為者のほか、当該法人又は人に対
しても同様の罰金刑を科する。）

ウ　偽りその他不正の行為により、手数料の徴収を免れた者は、その徴収を免れた
金額の５倍に相当する金額以下の過料に処する。

八代市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年１月１日施行）

9

可決
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災害公営住宅整備事業（豪雨災害） ３億１,３８０万円
　自立再建が難しいと考える被災者に安心・安全な住まいの提供を行うため、災害公
営住宅（藤本・大門、中津道地区）の建設工事に係る費用を補正するもの。　
　　○藤本・大門地区　鉄筋コンクリート造４階建　１棟５戸 （３DK（60.79 ㎡）） 
　　○中津道地区　木造平屋建　１棟１戸（２LDK（59.08 ㎡））

輪中堤内水対策整備事業（豪雨災害） １,９７０万円
　令和２年７月豪雨災害で被災し、国土交通省が輪中堤により復旧する地区において、
排水ポンプ等の内水対策の規模及び設置箇所等に係る基本設計業務に必要な費用を補
正するもの。 　 　
　　○対象地区：古田、今泉、小川・段・横石 

新型コロナウイルス感染症対策事業（予防対策継続支援） ８,１００万円
　新型コロナウイルス感染症の感染再拡大を引き続き防止していくため、対面での接
客等を伴う事業者に対し、感染予防対策の実施に要する経費の一部を補助するもの。
　○八代市新型コロナウイルス感染症予防対策支援補助金　　
　　　店舗施設等　：１０万円×７５０件＝７,５００万円　　
　　　タクシー等　： 　３万円×２００台＝　 ６００万円 
　　<補助金上限 >
　　　　店舗施設等　：１０万円／件　・・・補助率３/４
　　　　タクシー等　：　３万円／台　・・・補助率３/４
　　　　　　　※タクシー等へでの事業者への補助上限額　１００万円
　　・申請期間：令和４年１０月 ～ 令和５年１月　 
　　・対象経費：下記のうち、令和４年４月１日以降に購入した費用
　　　　　　　　CO２測定器、アクリル板、空気清浄機、加湿器、
　　　　　　　　抗菌・抗ウイルスに資する物品等の購入経費、換気扇機能付エアコン設置、
　　　　　　　　換気扇及び窓の改修、キャッシュレス決済機器の購入経費　等

新型コロナウイルス感染症対策事業（生活交通確保維持）１,６００万円
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により公共交通の利用低迷が続き、加えて、
原油価格等高騰の影響により交通事業者の経営環境は厳しさを増していることから、
市民や観光客の移動需要の喚起による地域活性化を図るとともに、交通事業者に対す
る経営支援を行うため、割引チケット等の販売に要する経費を補正するもの。
　○タクシーチケット割引補助事業：１,１００万円
　　　【割引内容】額面５千円のチケットを３千円で販売　　【販売数】５千セット
　　　【事業期間】令和４年１０月～令和５年２月末（予定）
　○高速バス運賃割引補助事業：５００万円　
　　　【割引内容】高速バス『すーぱーばんぺいゆ』
　　　　　　　　 大人片道乗車券１回の利用につき５００円割引で販売　　　
　　　【割 引 数】乗車券等　１万枚分　　　
　　　【事業期間】令和４年１０月～令和５年２月末（予定）

可
決

予 算
（主な事業を抜粋して掲載）

令和４年度９月補正予算 ２０億７,５００万円



１ 流水型ダム建設を含む球磨川水系河川整備計画に対する本市の対応及
　 び坂本町復興のための施策について
２ 八代市厚生会館の利活用について
３ 旧統一教会系団体行事への後援について
１ 八代市ホームページの現状及び課題について
２ お祭りでんでん館の状況について
３ 八代市農林水産物振興条例制定後の対応状況及び現下の物価高対策に
　 ついて
４ コロナ禍における社交業界への支援について
５ 日奈久港の係船料について
１ 本市における高齢者福祉施策の取組について
２ 避難行動要支援者の名簿登録状況及び避難における要支援者への支援
    について
３ 本市における中小企業への新型コロナウイルス感染症対策に係る支援
    策について
４ 令和４年度八代市中学生議会の総括について
１ 第２６回参議院議員通常選挙の総括について
２ＩＣＴ化における子どもの目の健康予防について
３ 本市の農林水産物の海外輸出の状況について
１ 令和２年７月豪雨災害における坂本町の復旧状況について
２ 清掃センターの今後の計画について
１ ごみの出し方の啓発について
２ 移住・定住について
３ スポーツ振興に係る条例の制定について
１ 八代市総合計画に基づくまちづくりについて
２ 農業資材高騰対策について
１ 本市における木材促進に関する取組について
２ 県道久連子落合線の災害復旧について
３ 市道腰越～平線の災害復旧について
４ 中山間地域における高齢者の生活支援について
１ 本市における新型コロナウイルス感染症に係る経済対策について
２ 空き家等の利活用に向けた今後の取組について
１ 本市における景気活性化対策について
２ デジタルプレミアム商品券発行事業について
３ 地域要望への本市の姿勢及び予算措置の考え方について
４ 定年延長及び職員採用計画について
５ 小中学校における生理用品提供の非対面化について
１ 新庁舎の喫煙所について
２ 本市のハラスメント相談体制及び防止に向けた取組について
３ 地域おこし協力隊事業について
４ 本市のごみ処理について
５ 旧統一教会と本市の関わりについて
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令和４年９月定例会　質疑・一般質問一覧（通告順）

質 疑

一 般 質 問

橋本　徳一郎 議員
（日本共産党）

野﨑　伸也　議員
（改革市民の会）

橋本　隆一　議員
（公明党）

太田　広則　議員
（公明党）

中村　和美　議員 
（自由民主党　和）

谷口　   徹　議員
（改革市民の会）

友枝　和也　議員
（自由民主党　礎）

谷川　  登　 議員
（自由民主党　礎）

金子　昌平　 議員
（自由民主党　礎）

大倉　裕一　議員
（改革市民の会）

山本　敬晃　議員
（改革市民の会）

　議案に対する質疑と市政の各般にわ
たる一般質問は、９月２１日・２２日・
２６日の３日間１１人が通告・登壇し、
幅広い活発な議論が展開されました。
　主な質問のあらましと答弁の要旨は、
次のとおりです。
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◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
交
業
界
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
夜
の
繁
華
街
の
人
通
り
は
ま
ば
ら
で
開

店
を
示
す
ネ
オ
ン
は
消
え
て
い
る
ほ
う
が
多
く
、
以

前
の
活
気
は
微
塵
も
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
か
ら
窮
地
に
あ
っ
た
社
交
業
界
に

は
都
度
、
経
営
継
続
に
向
け
た
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
コ
ロ
ナ
第
七
波
に
対
す
る
特
別
な

支
援
は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
支
援
が

水
の
泡
と
な
ら
な
い
よ
う
、
新
た
な
本
市
独
自
の
支

援
を
続
け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
社
交
業
界
に
実
施
し
た
支
援

策
と
新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

経
済
文
化
交
流
部
長

　

社
交
業
界
を
含
め
た
飲
食
店
等
へ
の
こ
れ
ま
で
実

施
し
た
支
援
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
売
り
上
げ
が
減
少
し
た
事
業
所
へ
、
事

業
の
継
続
・
安
定
を
図
る
目
的
と
し
て
、
法
人
企
業

に
二
十
万
円
、
個
人
事
業
者
に
十
万
円
を
支
給
し
た
。

　

ま
た
、
一
人
当
た
り
二
千
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
す
る
「
や
つ
し
ろ
未
来
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
」
を

実
施
し
、
家
族
ま
た
は
友
人
と
一
緒
に
飲
食
を
楽
し

め
る
機
会
を
創
出
し
た
。

　

今
後
は
、
民
間
団
体
や
企
業
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
周
知
及
び
他
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
社
交

業
界
に
対
す
る
支
援
策
を
調
査
・
研
究
し
、
社
交
業

界
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
べ
く
、
支
援
策
を
検
討
し

て
い
く
。

動画配信

動画配信

動画配信

◆
八
代
市
厚
生
会
館
の
利
活
用
に
つ
い
て

　　
　

市
民
団
体
か
ら
一
万
筆
を
超
え
る
八
代
市
厚
生

会
館
ホ
ー
ル
再
開
を
求
め
る
署
名
と
提
言
書
及
び
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
の
文
化
振
興
に
寄
与
し
て
き
た
格
調
高
い
運

用
が
可
能
で
あ
る
厚
生
会
館
を
山
鹿
八
千
代
座
と
同

様
に
改
修
、
保
存
し
ホ
ー
ル
を
利
活
用
す
る
こ
と
は
、

本
市
の
文
化
芸
能
を
守
る
市
民
と
優
れ
た
建
築
及
び

芸
能
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
。

　

ま
た
厚
生
会
館
な
ら
で
は
の
文
化
企
画
は
交
流
人

口
の
増
加
に
も
寄
与
す
る
。

　

本
市
の
厚
生
会
館
ホ
ー
ル
の
利
活
用
及
び
文
化
を

守
る
市
民
を
育
て
る
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

経
済
文
化
交
流
部
長

　

厚
生
会
館
は
、
ホ
ー
ル
と
し
て
は
再
開
し
な
い
も

の
の
、
大
規
模
な
改
修
を
必
要
と
し
な
い
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
い
う
方
針
に
沿
い
、

ホ
ワ
イ
エ
部
分
の
活
用
策
に
つ
い
て
民
間
提
案
を
募

集
し
た
が
申
請
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
老
朽
化
が
進

む
建
物
を
現
状
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
が
適
当
な

の
か
、
改
め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
が
、
利
活
用
し

な
い
場
合
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

文
化
を
守
る
市
民
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て
は
、
自

主
文
化
事
業
等
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

市
内
の
ホ
ー
ル
施
設
等
を
活
用
し
な
が
ら
民
間
団
体

と
も
連
携
を
図
り
、
市
民
が
文
化
に
触
れ
合
う
機
会

を
増
や
し
、
文
化
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

答 問

答 問

答 問 ◆
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
登
録
状
況
及
び
避
難

に
お
け
る
要
支
援
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　　
　

平
成
二
十
五
年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に

よ
り
、
災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
等
の
避
難
行
動
要
支
援
者

に
つ
い
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
す
る

こ
と
が
市
町
村
の
義
務
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
令
和
三
年
に
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に

つ
い
て
個
別
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が
市
町
村
の
努

力
義
務
と
な
っ
た
。

　

本
市
に
お
け
る
名
簿
登
録
及
び
個
別
計
画
の
状
況

に
つ
い
て
問
う
。　

　
　

総
務
企
画
部
長

　

災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
、
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
適
切
な
避
難
誘
導
や
安
否
確
認
等

を
実
施
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
名
簿
登
載
者
数
は
、
八
月
末
現
在

で
四
千
四
百
三
十
三
名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
災
害
時

に
お
い
て
避
難
支
援
を
行
う
関
係
者
に
対
し
、
自
身

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
者
は
、
千
百

二
十
四
名
で
あ
る
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
の
身
体
の
状
況
や
避
難
支
援
者
、

か
か
り
つ
け
医
、
緊
急
連
絡
先
等
を
記
載
し
た
個
別

計
画
に
つ
い
て
は
、
名
簿
提
供
に
同
意
し
た
千
百
二

十
四
名
全
員
分
を
策
定
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

橋本　徳一郎

橋本　隆一

野﨑　伸也
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動画配信

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お
け
る
子
ど
も
の
目
の
健
康
予
防
に

つ
い
て

　　
　

本
市
の
小
中
学
生
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
一
人
一
台
の
環
境
下
で
着
実
に
進
ん
で
い
る
と

考
え
る
。

　

一
方
で
国
は
、
令
和
二
年
小
中
学
生
の
裸
眼
視
力

一
・
〇
以
下
の
数
が
過
去
最
多
と
警
告
し
た
。

　

小
中
学
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
は
、
先
生
に
よ
る

目
の
健
康
管
理
で
心
配
な
い
が
、
各
家
庭
に
持
ち
帰

っ
た
場
合
の
時
間
が
長
い
た
め
、
各
家
庭
に
お
け
る

目
の
健
康
管
理
が
と
て
も
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
小
中
学
生
の
裸
眼
視
力
の
現
状
と

対
策
を
教
育
部
長
に
伺
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
子
ど
も
の
目

の
健
康
予
防
に
対
す
る
所
見
を
教
育
長
に
伺
う
。

　　
　

教
育
長
・
教
育
部
長

　

本
市
、
小
中
学
生
の
裸
眼
視
力
一
・
〇
未
満
の
状
況

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
導
入
前
の
令
和
元
年
度
と
導
入

後
の
令
和
三
年
度
で
比
較
す
る
と
、
小
学
校
で
は
三
・

一
％
、
中
学
校
で
は
三
・
六
％
高
く
な
っ
て
お
り
、

健
康
課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

学
校
で
は
、
学
習
姿
勢
の
指
導
や
長
時
間
注
視
さ

せ
な
い
配
慮
等
を
、
家
庭
で
は
、
時
々
目
を
休
め
る

こ
と
等
に
つ
い
て
保
護
者
に
啓
発
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
健
康
面
へ
の
影
響
等
に
関
す

る
配
慮
に
つ
い
て
は
、
家
庭
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
。

　

学
校
と
家
庭
が
情
報
共
有
を
図
っ
た
上
で
、
両
者

が
連
携
し
て
取
組
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
保
護
者
へ

の
啓
発
を
行
い
児
童
生
徒
の
目
の
健
康
予
防
に
も
努

め
て
い
く
。

◆
ご
み
の
出
し
方
の
啓
発
に
つ
い
て

　　
　

燃
え
る
ご
み
等
の
集
積
所
は
町
内
会
等
で
管
理

し
て
い
る
が
、
空
き
缶
や
ビ
ン
な
ど
が
混
入
し
て
い

た
り
、
指
定
日
の
時
間
帯
後
に
出
さ
れ
る
な
ど
の
ル

ー
ル
違
反
の
有
料
指
定
袋
は
、
収
集
さ
れ
ず
に
集
積

所
に
残
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
、
不
衛
生
、
悪
臭
な

ど
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
住
民
に
呼

び
か
け
る
町
内
等
も
あ
る
が
、
本
市
の
市
民
へ
の
啓

発
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
や
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
て
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
も
問
う
。

　　
　

市
民
環
境
部
長

　

市
民
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
や
つ
し
ろ
折
込
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、
環
境
学
習

や
出
前
講
座
、
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
施
設
見
学
な

ど
を
通
し
て
、
継
続
的
に
啓
発
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
転
入
者
に
対
し
て
「
家
庭
用
ご
み
分
別
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、
外
国
人
市
民
に
対
し
て
は
、
三

ヵ
国
語
に
対
応
し
た
「
資
源
分
別
表
」
を
渡
し
て
説

明
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
「
や
つ
し
ろ
国
際
協
会
」

と
連
携
し
、
日
本
語
教
室
な
ど
で
「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
を
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
取
り
上
げ
、
啓
発

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
と
食
品
ロ
ス
削
減
に
関
し
、
啓
発
を
図
っ
て

い
く
。

動画配信

◆
令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る
坂
本
町
の
復

旧
状
況
に
つ
い
て

　　
　

令
和
二
年
七
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る
坂
本
町
の

災
害
は
、
今
ま
で
経
験
な
い
災
害
で
あ
っ
た
。

　

未
明
か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
、
球
磨
川
は
増
水
し
、

何
軒
も
の
民
家
が
流
さ
れ
た
り
、
床
上
、
床
下
浸
水

の
民
家
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
物
的
被
害
、
人
的
被
害

の
大
被
害
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
生
活
に
重
要
な
深
水
橋
・
坂

本
橋
・
鎌
瀬
橋
も
流
出
し
、
球
磨
川
に
無
残
な
姿
が

見
ら
れ
た
。

　

現
在
、
坂
本
橋
、
鎌
瀬
橋
は
、
仮
橋
と
し
て
通
行

で
き
る
が
、
三
橋
の
現
在
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　　
　

建
設
部
長

　

豪
雨
時
に
流
失
し
た
三
つ
の
道
路
橋
の
本
復
旧
に

向
け
て
は
、
国
が
設
置
し
た
「
球
磨
川
橋
梁
技
術
検

討
会
」
に
お
い
て
、
架
橋
の
位
置
や
橋
梁
の
形
式
が

検
討
さ
れ
た
。

　

深
水
橋
は
、
現
位
置
か
ら
下
流
側
二
百
メ
ー
ト
ル

の
位
置
に
橋
脚
が
な
い
単
純
ア
ー
チ
橋
、
坂
本
橋
は
、

現
位
置
か
ら
上
流
側
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
橋

脚
が
一
つ
の
二
径
間
連
続
ト
ラ
ス
橋
、
鎌
瀬
橋
は
、

現
位
置
か
ら
直
近
下
流
側
に
橋
脚
が
な
い
単
純
ア
ー

チ
橋
で
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

坂
本
橋
と
鎌
瀬
橋
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
下
部
工
の

受
注
業
者
も
決
定
し
、
本
復
旧
へ
向
け
た
準
備
が
整

っ
て
き
た
。

　

深
水
橋
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
工
事
発
注
に
向
け

た
詳
細
な
設
計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

答 問

答 問

答 問

動画配信

谷口　徹

太田　広則

中村　和美
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◆
中
山
間
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
つ

い
て

　
　

本
市
の
中
山
間
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
及
び

少
子
高
齢
化
は
、
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
地
域
は
、
観
光
地
で
は
あ
る
も
の
の
公
共
交
通

機
関
も
な
く
、
高
齢
者
は
運
転
免
許
を
返
納
さ
れ
る

方
も
増
え
、
地
域
の
商
店
も
昔
と
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
通
院
や
生
活
に
欠
か
せ

な
い
買
い
物
な
ど
不
便
な
状
況
で
あ
る
。

　

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
は
、
移
動
販
売
事
業
者
へ

の
支
援
が
必
要
か
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
及
び
当
該
地
域

住
民
の
移
動
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

　
　

健
康
福
祉
部
長
・
総
務
企
画
部
長

　

地
域
全
体
で
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
事
業
に
よ
り
、
高
齢

者
か
ら
要
望
や
意
見
を
聴
取
・
集
約
し
、
そ
れ
ら
の

課
題
に
対
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
は
、
移
動
販
売
業
者
と
住

民
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
継
続
し
て
橋
渡

し
役
を
担
い
な
が
ら
対
応
す
る
。

　

五
家
荘
地
域
で
の
住
民
の
移
動
に
対
す
る
支
援
と

し
て
は
、
五
家
荘
地
域
振
興
会
が
実
施
す
る
グ
ル
ー

プ
タ
ク
シ
ー
事
業
へ
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
新
た
に
「
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
事
業
」
へ
と
切
り
替
え
る
予
定
と

し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
持
続
可
能
な
交
通
手
段

の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

動画配信

動画配信

動画配信

◆
農
業
資
材
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
不
安
定
な
国

際
情
勢
の
影
響
に
よ
り
、
燃
油
を
は
じ
め
と
す
る
資

材
等
の
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
今
後
も
長
期
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
、
需
要
減
少
に

よ
る
農
産
物
価
格
の
低
迷
に
伴
う
収
入
の
減
少
に
始

ま
り
、
昨
今
の
資
材
等
の
高
騰
に
よ
る
経
費
の
増
加

に
伴
う
所
得
減
少
に
よ
り
、
農
業
者
は
非
常
に
苦
し

い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
農
業
資
材
の
高
騰
対
策
と
し
て
、
本
市

は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
を
問
う
。

　
　

農
林
水
産
部
長

　

農
業
資
材
等
の
高
騰
に
よ
る
生
産
経
費
の
増
加
に

伴
い
、
所
得
が
減
少
し
た
農
林
漁
業
者
の
経
営
の
維

持
、
安
定
を
図
る
た
め
、
個
人
十
万
円
、
法
人
二
十

万
円
の
支
援
金
を
交
付
す
る
「
農
林
漁
業
所
得
減
少

対
策
特
別
支
援
金
事
業
」、
燃
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
ト
マ
ト
・
メ
ロ
ン
な

ど
の
施
設
園
芸
の
加
温
に
必
要
な
燃
油
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
「
施
設
園
芸
燃
油
価
格
高
騰
対
策

事
業
」
及
び
、
イ
グ
サ
・
茶
な
ど
の
工
芸
作
物
の
乾

燥
等
に
必
要
な
燃
油
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

「
工
芸
作
物
燃
油
価
格
高
騰
対
策
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
本
年
七
月
に
、
国
の
支
援
策
の
充
実
な
ど

に
つ
い
て
農
林
水
産
大
臣
へ
要
望
を
行
っ
た
。

◆
空
き
家
等
の
利
活
用
に
向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ

い
て

　　
　

本
市
の
空
き
家
の
現
状
を
踏
ま
え
、
空
き
家
バ

ン
ク
事
業
や
老
朽
危
険
空
き
家
等
除
却
促
進
事
業
の

推
進
、
ま
た
移
住
定
住
の
促
進
に
も
拡
充
さ
せ
空
き

家
対
策
が
進
展
し
て
い
る
。

　

今
回
の
空
き
家
実
態
把
握
調
査
の
結
果
に
は
、
利

活
用
可
能
な
建
物
が
八
十
三
％
、
特
に
解
体
の
緊
急

性
が
高
い
建
物
は
五
％
で
あ
る
。

　

今
後
の
取
組
に
は
、
事
業
の
さ
ら
な
る
展
開
が
必

要
で
あ
り
、
特
に
解
体
の
緊
急
性
が
高
い
空
き
家
の

解
消
に
は
、
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
の
活
用
に
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
　

建
設
部
長

　

空
き
家
の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン

ク
事
業
の
さ
ら
な
る
周
知
や
、
不
動
産
業
者
等
と
協

力
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

空
き
家
所
有
者
に
対
す
る
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

　

特
に
、
解
体
の
緊
急
性
が
高
い
空
き
家
に
対
し
て

は
、
八
代
市
空
家
等
対
策
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

特
定
空
家
等
に
認
定
。
指
導
、
命
令
な
ど
の
手
続
き

が
で
き
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
代
執
行
の
実

施
が
で
き
る
。

　

こ
れ
は
、
強
い
公
権
力
の
行
使
と
な
り
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
だ
が
、
活
用
を
視
野
に
入
れ
、
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
所
有
者
等
の
同
意
を
得
て
、
不
動

産
業
者
等
と
連
携
し
た
空
き
家
の
処
分
や
売
却
等
の

活
用
を
検
討
す
る
。

答 問

答 問

答 問

金子　昌平

友枝　和也

谷川　登
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◆
新
庁
舎
の
喫
煙
所
に
つ
い
て

　
　

新
庁
舎
の
喫
煙
所
の
有
無
に
つ
い
て
、
令
和
四

年
三
月
定
例
会
で
は
、
仮
設
庁
舎
東
棟
と
西
棟
の
間

の
通
路
付
近
に
一
カ
所
を
設
け
て
い
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
令
和
四
年
六
月
二
十
七
日
の
議
会
運
営

委
員
会
に
お
け
る
議
長
の
発
言
に
よ
る
と
、
新
庁
舎

六
階
光
庭
を
二
月
十
四
日
か
ら
特
定
屋
外
喫
煙
所
と

し
て
使
用
し
て
よ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
同
日

か
ら
使
用
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

令
和
四
年
三
月
定
例
会
の
執
行
部
の
答
弁
と
議
長

の
発
言
は
明
ら
か
に
食
い
違
っ
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

　　
　

財
務
部
長

　

三
月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
質
問
に
つ
い
て
は
、
来

庁
者
か
ら
喫
煙
所
は
ど
こ
か
と
尋
ね
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
た
め
、
一
般
の
方
の
利
用
に
供
す
る
喫

煙
所
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

六
階
光
庭
の
喫
煙
所
は
、
議
会
フ
ロ
ア
内
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
具
体
的
な
利
用
者
等
に
つ
い
て
は
議

会
内
で
協
議
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
質
問

が
あ
っ
た
時
点
で
は
議
会
内
の
協
議
前
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
時
点
で
一
般
の
方
が
利
用
で
き
る
喫

煙
所
の
場
所
を
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

六
月
定
例
会
で
は
、
庁
舎
に
設
け
て
い
る
全
て
の

喫
煙
所
の
法
的
な
設
置
基
準
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ

っ
た
た
め
、
全
て
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
お
答
え
し
た

も
の
で
あ
る
。

動画配信

動画配信

◆
地
域
要
望
へ
の
本
市
の
姿
勢
及
び
予
算
措
置
の
考

え
方
に
つ
い
て

　　
　

本
市
の
各
地
域
協
議
会
か
ら
地
域
要
望
が
提
出

さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
要
望
へ
の
早
期
対
応
に
感
謝
の
声
を
聞
く
一

方
で
、
地
域
要
望
を
提
出
し
て
い
る
が
、
工
事
等
が

い
つ
に
な
る
の
か
と
待
ち
遠
し
い
声
を
聞
き
及
ん
で

い
る
。

　

地
域
要
望
の
進
捗
率
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度

当
初
予
算
を
建
設
環
境
委
員
会
で
審
査
す
る
際
に
、

近
年
二
十
％
程
度
と
伺
っ
た
。
こ
の
進
捗
率
を
さ
ら

に
向
上
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
地
域
要
望
に
対
す
る
整
備
の
優
先
順
位

と
予
算
措
置
の
考
え
方
、
及
び
進
捗
率
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
方
法
を
伺
う
。

　
　

建
設
部
長

　

建
設
部
所
管
の
道
路
や
水
路
な
ど
の
整
備
や
補
修

に
関
し
て
は
、
各
地
域
協
議
会
か
ら
毎
年
多
く
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

優
先
順
位
の
考
え
方
は
、
各
地
域
協
議
会
か
ら
の

優
先
順
位
を
考
慮
し
、
現
地
調
査
を
行
い
、
緊
急
性

や
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
加
味
し
な
が
ら
、
必
要
性

の
高
い
箇
所
か
ら
順
次
、
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

予
算
措
置
の
考
え
方
は
、
現
在
、
坂
本
町
の
復
旧
・

復
興
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど
に

取
り
組
む
中
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
、
整
備
の
優
先

順
位
に
基
づ
き
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　

最
小
の
経
費
で
効
果
的
な
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

国
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
要
望
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

答 問

答 問

委
員
長
報
告

経
済
企
業
委
員
会

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る

特
別
委
員
会

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
件
、
事
件
一
件
及
び
決
算

二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
七
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
二
件
及
び
事
件
一
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
七
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
六
号
（
関
係
分
）

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
六
号
・
訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
件
、
条
例
案
三
件
及
び
決

算
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
七
十
一
号
・
八
代
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
二
号
・
八
代
市
建
築
基
準
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
三
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

の
四
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
三
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業

会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
二
件
、
条
例
案
四
件
及
び
事

件
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
六
十
八
号
・
八
代
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
六
十
九
号
・
八
代
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
号
・
職
員
の
定
年
引
上
げ
等
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
六
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
七
十
五
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

の
六
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、

・
議
案
第
六
十
五
号
・
八
代
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

山本　敬晃

大倉　裕一
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文
教
福
祉
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

総
務
委
員
会

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
件
、
事
件
一
件
及
び
決
算

二
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
七
号
・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
一
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
二
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
二
件
及
び
事
件
一
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
七
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
六
号
（
関
係
分
）

の
二
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
六
号
・
訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
一
件
、
条
例
案
三
件
及
び
決

算
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
七
十
一
号
・
八
代
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正

処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
二
号
・
八
代
市
建
築
基
準
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
三
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

の
四
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に

・
議
案
第
六
十
三
号
・
令
和
三
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業

会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
二
件
、
条
例
案
四
件
及
び
事

件
一
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
六
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
五
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
六
十
八
号
・
八
代
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
六
十
九
号
・
八
代
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
号
・
職
員
の
定
年
引
上
げ
等
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
七
十
四
号
・
令
和
四
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
六
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
七
十
五
号
・
八
代
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

の
六
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、

・
議
案
第
六
十
五
号
・
八
代
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

の
一
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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前
川
祥
子
議
員
逝
去

　
前
川
祥
子
議
員
が
、
去
る
令
和
四
年
九
月
二
十

三
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
六
十
四
歳
。

　
故
前
川
祥
子
議
員
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
当

選
以
来
、
経
済
企
業
委
員
会
副
委
員
長
、
総
務
委

員
会
委
員
長
、
議
選
監
査
委
員
、
氷
川
町
及
び
八

代
市
中
学
校
組
合
副
議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
約

十
三
年
間
幅
広
く
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
第
四
期
以
降
、
本
市
で
は
唯
一
の
女
性

議
員
と
し
て
活
発
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
六
日
（
水
）
閉
会
日
に
お
い
て
、
本

市
議
会
を
代
表
し
、
古
嶋
津
義
議
員
に
よ
り
弔
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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中学生議会が開催されました！中学生議会が開催されました！
　令和４年８月９日（火）、八代市議会議場で中学生議会が開催されました。
この中学生議会は、市制10周年を記念し、平成27年から３年おきに開催されてきました。
　本来は昨年に開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症蔓延防止のため延期となり、今年度４年ぶり
の開催となりました。市内各中学校17校から各２名の代表者が、市政に対する質問や意見・要望を述べま
した。ここでは、開催後、参加された中学生からの感想について掲載します。 ◆

中
学
生
議
会
を
終
え
て

◆
次
回
の
中
学
生
議
会
開
催
に
向
け
て

●
　
議
会
ま
で
生
徒
会
で
準
備
を
し
た
り
、
練
習
を
し

た
り
な
ど
、
当
日
ま
で
一
生
懸
命
努
力
を
し
た
の
で
、

達
成
感
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
し
、
ほ
か
の
学
校
の
答

弁
を
聞
い
て
、
自
分
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
思

っ
た
。

●
　
色
々
な
中
学
校
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
私
た
ち
の
質
問
に
つ
い
て
も
詳
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
学
校
で

伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
　
実
際
に
質
問
・
答
弁
・
感
想
を
し
て
一
市

民
と
し
て
の
実
感
が
湧
い
た
。
ほ
か
の
学
校

の
質
問
か
ら
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
。

●
　
八
代
市
の
問
題
な
ど
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が

意
見
を
出
し
話
し
合
え
そ
れ
に
つ
い
て
市
長

な
ど
か
ら
答
弁
が
明
確
だ
っ
た
の
が
よ
か
っ

た
。

●
　
八
代
市
の
取
組
や
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。

●
　
今
回
の
中
学
生
議
会
は
自
分
を
成
長
さ
せ
る
良

い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　
　
子
供
た
ち
が
政
治
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
、

新
し
い
視
点
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、

続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●
　
そ
う
そ
う
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
こ
と
を
体
験

で
き
、
い
い
経
験
と
な
っ
た
。

　
　
そ
し
て
、
普
段
で
は
交
流
し
な
い
ほ
か
の
中
学

校
の
生
徒
会
の
生
徒
と
交
流
が
で
き
、
い
ろ
ん
な

視
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
良
い
刺
激
に
な
っ
た
。

（
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
）
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大
倉
　
裕
一

野
﨑
　
伸
也

谷
口
　
　
徹

山
本
　
敬
晃

山
本
　
幸
廣

堀
口
　
　
晃

中
山
諭
扶
哉

橋
本
徳
一
郎

太
田
　
広
則

橋
本
　
隆
一

堀
　
　
徹
男

中
村
　
和
美

谷
川
　
　
登

髙
山
　
正
夫

古
嶋
　
津
義

北
園
　
武
広

金
子
　
昌
平

橋
本
　
幸
一

木
村
　
博
幸

上
村
　
哲
三

百
田
　
　
隆

友
枝
　
和
也

橋
本
　
貴
喜

増
田
　
一
喜

田
方
　
芳
信

村
川
　
清
則

成
松
由
紀
夫

×××

除

××××

○○

×

○○

×

○○○○○○○○○○○○－

　　　　　　　　○○○○○　○○○○○○○○○○○○－

〔賛成多数により可決した議案〕

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第86号

議案第87号

議案第88号

令和３年度八代市水道事業会計利益の処分及び決
算の認定について

令和３年度八代市簡易水道事業会計決算の認定に
ついて

令和３年度八代市下水道事業会計利益の処分及び
決算の認定について

令和４年度八代市一般会計補正予算・第５号

八代市過疎地域持続的発展計画の変更について

訴訟上の和解について

訴えの提起について

八代市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
について

八代市職員退職手当支給条例の一部改正について

職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定について

八代市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の
一部改正について

八代市建築基準条例の一部改正について

八代市手数料条例の一部改正について

令和４年度八代市一般会計補正予算・第６号

八代市手数料条例の一部改正について

令和４年度八代市一般会計補正予算・第７号

教育委員会委員の任命につき同意を求めることに
ついて

監査委員の選任につき同意を求めることについて

議案番号 議　　案　　名 議　　案　　名議案番号

令和４年９月定例会採決結果
〔全会一致で可決した議案〕

議案番号 議　案　名

山本敬晃君に対する議員辞職勧告－

八代市議会のさらなる発展と
円滑な議会運営に関する決議案発議案第９号

○＝賛成　×＝反対　－＝議長及び欠席者　除＝除斥（規定により採決に加われない）
※成松由紀夫議員は議長のため採決には加わっておりません
※空欄については、賛否の表明がありませんでしたので、棄権の取扱いとみなします。

議
員
発
議

◎令和４年９月定例会において、議員発議による決議案１件が提出され、賛成多数により原案
のとおり可決されました。
◆八代市議会のさらなる発展と円滑な議会運営に関する決議案（発議案第９号）
　　各議員が市議会として果たすべき目的を見失わず、市議会内外を問わず責任を持った言動
を行い、市民に説明できる開かれた議会運営と市議会のさらなる発展を図る必要がある。
１．市議会本来の目的達成のため、日本国憲法、地方自治法、八代市議会会議規則等の各法
令等を遵守する。 
２．市議会、市議会議員としての本来の目的達成のため、市議会内外において品位を欠く言
動は行わない。 
３．各議員それぞれ考えはあるものの、議会内における政策論争を通じて市民の福祉の向上
を第一に考えるものとし、議員間において市民に不安を与えるような紛争は厳に慎む。 

山本敬晃君に対する議員辞職勧告決議
　山本敬晃議員は、令和4年６月定例会における一般質問中の発言に対して、懲罰を科せられたが、議
員固有の義務として懲罰に服する義務がありながら、議会の決定事項に従わなかった。さらに、議場に
おける質疑・一般質問は、本来当該団体の事務について、執行機関に対して市政発展のために行うも
のであるにも関わらず、特定議員の行為を証明するための手段に利用した行為は、議員規律そのもの
を乱すことであり、議会の権威の保持と議員の職責に反するとして議員辞職勧告決議が可決された。
　このような状況の中、同年９月定例会の一般質問においても前定例会における一般質問での反省の
念もなく、議長より再三の不穏当発言に対する注意が続くなど議会を混乱させた。このことは、本市
議会の規律を乱し、議会の権威の保持と議員の職責を無視した行為であるということから、増田一喜
議員外13名から山本敬晃議員に対する議員辞職勧告決議案が提出され、直ちに議題とし、本決議案を
採決した結果、賛成多数により可決された。
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師
走
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
中
で

も
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
去
る
九
月
定
例
会
で
は
、
本
会

議
、
質
疑
・
一
般
質
問
、
令
和
二

年
七
月
豪
雨
に
関
す
る
特
別
委
員

会
他
各
常
任
委
員
会
が
行
わ
れ
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
故
前
川
祥
子
議
員
の

逝
去
に
よ
り
追
悼
の
意
を
示
し
な

が
ら
の
定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
故
人
の
八
代
市
発
展
の
思
い
を

引
き
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
決
意
を
誓

う
議
員
一
同
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
気
候
も
変
わ
り
寒
く

な
り
ま
す
が
、
穏
や
か
に
過
ご
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

八
代
市
議
会
広
報
委
員
会

◎本紙に関する御意見・御要望はこちらまで 　TEL 32-5984・FAX 33-4440
　市役所ホームページアドレス  http://www.city.yatsushiro.lg.jp/

八代城は 今年 築城 400年八代城は 今年 築城 400年
記念の2022年 様々なイベントが開催されました！

記
念
式
典

記
念
式
典

マスコットキャラクターの入賞表彰式

竹
あ
か
り

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

竹
あ
か
り

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

老若男女多くの参加者が！

竹
あ
か
り
点
灯

竹
あ
か
り
点
灯

500本もの光の幻想アート

４月

9

９月

3
９月

4

９月

24

連
続
講
座

連
続
講
座

12月までテーマを変えての開催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

八代城のヒミツと魅力を探究

４
０
０
年
祭
り

４
０
０
年
祭
り

ステージショーてんこ盛り

４月

16

９月

23

９月

25
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